
まちの宝である子どもたちを、誰ひとり取り残すことなく大切に育むために重要な事業です。

温かいご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

教育支援拠点整備事業
～誰一人取り残さない教育へ～

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 １８００万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

ポットラック移転に伴う費用
☞機能拡充のため、商工会館に移転する費用。

ポットラックの機能拡充
☞現在の教室に加え、新たな場所（市商工会館）に
ポットラックの別室を開設、支援の拡充を図ります。

個別支援の拡充
☞個別の学習支援、また児童生徒の個々の状況
によりICT機器も活用します。

市長からのメッセージ

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年４月

当市では、学校外における不登校対策の一環で、

不登校児童生徒の居場所として開設している適

応指導教室（ポットラック）を運営し、児童・

生徒の自立を支援しています。

こうした中、ポットラックの場所を商工会館へ全

面的に移転し、ポットラック機能を充実させ、

個別学習支援や教育相談の拡充により、子ども

一人ひとりに向き合い、学校への復帰や自立す

る力の育成を支援していきます。

そして京田辺市において、「ありのままの自分」で

いられるよう、誰一人取り残さない教育を目指し、

取組を進めて行きます。

＊ポットラック ・・・ “それぞれの料理を持ち寄って、
誰もが気軽に参加できるパーティー“という意味です。

「ありのままの自分」で元気を回復し、
少しずつ学校に戻る力をつけていくところです。

【ポットラックの様子】


